
１・２年次は学科の区別なく、共通のカリキュラ
ムで仏教全般の基礎を身につけます。 １年次
では「仏教学入門」などの導入科目を中心に基
礎を学びます。２年次では仏教の歴史や思想に
ついての知識を深め「基礎演習」で３年次の学
科選択がスムーズにできるよう指導します。

仏教学部

仏 教 学 科
仏 教全般にわたる知識を身につけた上で、仏教の歴史や教えを学ぶ

　学科の特色

はばひろい基礎教育

仏教学科には14名の専任教員がいます。専門
分野は、インド哲学、インド仏教、チベット仏教、
中国仏教、日本仏教、仏教美術、宗教学等と
多岐にわたり、皆さんの知的関心に応え、仏教
に関する研究を幅広く指導できる教員が揃って
います。

多彩な教授陣

3年次になると少人数での演習、いわゆる「ゼ
ミ」が必修科目となります。ゼミでの発表や討
論はかならずや皆さんの知的興味を満足させて
くれるに違いありません。また、ゼミでの友人と
の交流は学生時代ばかりでなく将来にわたる
かけがえのない宝となることでしょう。

充実したゼミ

　専門教育科目 ■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：84単位
全学共通科目：28単位
広  域  選  択：12単位

■ 必修：40単位
■ 選択必修：32単位
■ 選択：12単位

卒業に必要な単位124単位

仏教、イスラム教と共に世界三大宗教の一つであるキリスト
教について、旧・新約聖書を軸に学びます。仏教学科で学
ぶことで、宗教について視野が広がり理解度が深まります。

❸キリスト教概論
仏教誕生の地、インド。そこで仏教がどのように発達し、現代
に伝わってきたかを学びます。またその学びを通じて、仏教
の考え方を将来どう生かしていくか考える姿勢も修得します。

❶インド仏教史
アジア諸国の仏像や仏画を鑑賞しながら、同じモチーフが時
代や地域によって変化する過程を考察。さらに歴史的な背景と
照らし合わせることで、仏教美術の基本的な理解を目指します。

❷仏教美術研究

科目名 学年
1 2 3 4

仏教学入門 ■

仏教漢文入門 ■

仏教学セミナー ■

坐禅Ⅰ ■

宗教学概論 ■

宗典 ■

基礎演習 ■

仏教思想概説 ■

演習Ⅰ ■

演習Ⅱ ■

卒業論文 ■

中国禅宗史 ■ ■

日本禅宗史 ■ ■

インド仏教史　❶ ■ ■

中国仏教史 ■ ■

日本仏教史 ■ ■

東南アジア仏教史 ■

チベット仏教史 ■

韓国仏教史 ■

インド哲学史 ■ ■

中国哲学史 ■ ■

宗教史 ■ ■

仏教美術史 ■ ■

漢文講読Ⅰ ■ ■

パーリ語初級 ■ ■

サンスクリット語初級 ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

チベット語初級 ■ ■

漢文講読Ⅱ ■ ■

仏典講読Ⅰ～Ⅲ ■ ■

仏教研究A～C ■ ■

宗教学研究 ■ ■

仏教美術研究　❷ ■ ■

英文仏書講読 ■ ■

日用経典 ■ ■ ■ ■

インド仏教思想史 ■ ■ ■ ■

中国仏教思想史 ■ ■ ■ ■

日本仏教思想史 ■ ■ ■ ■

仏教文化史 ■ ■ ■ ■

禅文化史 ■ ■ ■ ■

仏教と社会 ■ ■ ■

仏教民俗学 ■ ■ ■

原始仏教 ■ ■ ■

真宗学概論 ■ ■ ■

浄土学概論 ■ ■ ■

真言学概論 ■ ■ ■

日蓮教学概論 ■ ■ ■

禅学特講ⅠA ■ ■ ■

禅学特講ⅡB ■ ■ ■

禅学特講ⅢA ■ ■ ■

禅学特講ⅣB ■ ■ ■

仏教特講ⅠA ■ ■ ■

仏教特講ⅡB ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

仏教特講ⅢA ■ ■ ■

仏教特講ⅣB ■ ■ ■

青少年問題研究 ■ ■ ■

宗教法概説 ■ ■ ■

漢詩作法 ■ ■ ■

キリスト教概論　❸ ■ ■ ■

イスラム教概論 ■ ■ ■

哲学概説 ■ ■ ■

宗教哲学 ■ ■ ■

宗教教育 ■ ■ ■

新宗教概説 ■ ■ ■

神道概説 ■ ■ ■

禅心理学 ■ ■ ■

心理学概論Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

パーリ語上級 ■ ■ ■

サンスクリット語上級 ■ ■ ■

チベット語上級 ■ ■ ■

仏教文献学 ■ ■ ■

禅美術 ■ ■ ■

書道 ■ ■ ■

坐禅Ⅱ ■ ■

禅籍講読Ⅰ～Ⅲ ■ ■

禅学研究A～C ■ ■

法式実習 ■

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 歴史、思想、文化などを多面的に考察し、豊かな人間性をはぐくむ。
■ 特定の宗派に限定されない、幅広い仏教の知識が養われる。
■ 仏教や禅を学ぶことで、生き方を常に考えられるようになる。

4年間で身につく力

■ 釈尊の無我思想について
■ 『法華経』における女性観
■ 世親のアーラヤ識説
■ 『涅槃経』の仏性思想　　　
■ アティシャの研究　

卒論テーマ・研究課題例

■ 梁の武帝の仏教信仰
■ 中国における仏教弾圧の歴史
■ 徳一と最澄の三一権実論争
■ 観音信仰と巡礼に関する一考察
■ 第二次世界大戦中における仏教思想

１・２年次は仏教学科と禅学科の区別はなく、仏教の歴史・思想・文化
に関する教養や、文献読解に必要となる語学（中国古典語・サンスクリッ
ト語・その他）など、仏教を研究する上での基礎を学ぶ。

3年次からは、学生個々の知的関心に従って専門分野を選択し、必修科
目の「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を中心として研究に取り組む。禅に関連する分野
に興味を抱いた場合には、禅学科の専門科目を履修することも可能。

1
・
2
年次

3
・
4
年次

約2,500年前にインドで生まれた仏教はアジア全域に広まりま
したが、時代や地域によりその形態はさまざまです。本学科
では14名の専任教師により、日本、インド、チベット、中国、朝
鮮半島、スリランカ、東南アジアなどの世界各地の仏教はもち
ろん、キリスト教やイスラム教といった、世界の幅広い宗教を
学べるのが特色です。

▶ 学 科  T O P I C S
幅広い宗教教育

在 学 生 m e s s a g e

阿古 由莉香
仏教学科 4年

埼玉県立所沢西高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 坐禅Ⅰ
2 宗典 文化人類学概論
3 基礎演習 自然環境論 フランス語ⅡAa 宗教学概論 インド哲学史
4 フランス語ⅡBa パーリ語初級 日本美術
5
6

　仏教学科というと僧侶を目指す寺のご子息が多く、一般学生だ
と肩身の狭い思いをするのではと危惧していたのですが、私のよう
なごく普通の家庭の学生も少なくありません。授業では、仏教伝来
や歴史、思想、美術などに広く触れながら、漢文やサンスクリット語
を習得して仏典を読んでいます。とりわけ興味を持っているのが国
語の教科書で扱われることも多い、中国唐代の詩人である王維と

いう人物です。彼は高級官僚として高い評価を得ながらも、厭世
的な性格で人間関係のしがらみを絶てずに苦しみました。その自己
矛盾を抱えた人生に惹かれるものがあり、王維が書いた詩に含ま
れる仏教的表現から彼の思想や生き様に迫りたいと考えています。
どのような職業に就くにしても仏教から教わった、周りに流されるこ
となく、自分の意見を表明する姿勢を大切にしていきたいですね。

仏典を読み解き、唐代の詩人・王維の思想や生き様に迫る

2年次前期の時間割

僧侶ばかりでなく、卸・小売、サービス、製造業などさまざま
な分野に就職しています。

卒業後の進路

大和ハウス工業／スターツグループ／エバラ食品工業／JVCケンウッド／
はせがわ／埼玉県信用農業協同組合連合会（JAバンク埼玉県信連）／オ
リックス自動車／アルファクラブ武蔵野／防衛省 陸上自衛隊／茨城県警
察本部／警視庁／神奈川県警察本部／本山安居

主な就職先

取得可能な資格

※2018年3月卒業生実績

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）総計：256人
（3・4年生）
2018年5月1日時点

女子：49人
（19%）

男子：207人
（81%）

教 員 m e s s a g e

　滋賀と京都にまたがる比叡山延暦寺、東京の深大寺、浅草
寺、どれも有名なお寺ですが、これらに共通するものは何でしょ
う？答えは、いずれも天台宗のお寺であるということ。天台宗は 
平安時代に最澄によって伝えられ、日本の思想や文化に大きな
影響を及ぼしました。私が研究しているのは、この天台宗の祖と
される智顗（ちぎ）の思想です。智顗が活躍したのは6世紀の中
国、南北朝という分断の時代から隋朝が統一を果たす、まさに
時代の転換期です。その中で智顗は、仏教の弾圧も目の当たり
にしながら、仏教の正しいあり方を模索しました。こうして確立し

仏教を通して、日本を知る、自分を知る

た天台教学と呼ばれる思想体系では、理論と実践の両立が強
調されます。難しい話はさておき、乱世を生き抜いた智顗の教え
の中には現代を生きるヒントもたくさん散りばめられています。宗
教に疎いとされる日本の社会にあっても、信仰のあるなしにかか
わらず、宗教的なものに触れる機会は意外に多くあるものです。
グローバル化が進む中、このことはより意識されなければなりませ
ん。こうした中でいま、仏教の伝統が息づく日本で、単なる教養
としてではなく仏教を実践的に学ぶ、その経験はきっとみなさん
の人生の大きな糧となるでしょう。

山口 弘江
専門：中国仏教・天台学

山口先生の研究
実績はこちらから
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